
岐阜数学教育研究
2009,Vol.8, 47-62

浮力を題材とする「課題学習」の提案と実践

宮原里奈1,愛木豊彦2

　現在,各領域の内容のつながりを意識できるような問題に触れる機会は,あまりないの
ではないかと考える。また,それと同じように他教科と数学との関連を実感できる機会も
少ないのではと考えている。そこで,今回の学習指導要領においても課題学習が取り上げ
られたことを受け,数学の各領域で学習した内容を総合し,理科の学習とも関連付けるこ
とで課題を見出し,それを解決していく授業案を開発することにした。本稿では,授業の
内容を説明し,実践結果を報告する。

＜キーワード＞課題学習,浮力,アルキメデスの原理,相似,2次方程式

1.はじめに

平成 20年 3月に中学校学習指導要領 [1]が
改訂された。その中の「指導計画の作成と内
容の取扱い」において,前回に引き続き課題学
習が重視されている。その課題学習について,
学習指導要領では次のように説明している。
「課題学習とは,生徒の数学的活動への取組を
促し,思考力,判断力,表現力等の育成を図るた
め, 各領域の内容を総合したり日常の事象や
他教科等での学習に関連付けたりするなどし
て見いだした課題を解決する学習であり, こ
の実施に当たっては各学年で指導計画に適切
に位置付けるものとする。」
　本論文では,この中の「各領域の内容を総
合」と「他教科等での学習に関連付け」とい
う２点に着目し,これらを実現する授業案を
開発することにした。その理由は,現在,この
２点を取り入れた授業があまり実践されてお
らず,授業例も少ないので,このような授業案
を開発することに十分な意味があると考えた
からである。

2.教材について

本論文で紹介する授業の題材は,側面が六

角形になっている船 (写真1)に荷物を載せ,水
面に浮かべるとどのくらい沈むのかを,アル
キメデスの原理から導かれる浮力の公式を用
いて求める,というものである。
　ここでは,船の沈む深さを求める方法を,写
真 1の船を具体例にして説明する。ここで重
要なのは,
　 (船の重さ)＝ (水に沈んでいる部分の船の体積

　　　　　　　　と同じ体積の水の重さ)

という浮力の公式である。これは,
　 (浮力)＝ (水に沈んでいる部分の船の体積と同

　　　　　　じ体積の水の重さ)

というアルキメデスの原理から導くことがで
きる。

写真 1
1岐阜大学大学院教育学研究科
2岐阜大学教育学部
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2.1.アルキメデスの原理
この節では,写真 1の形をした船に対し,ア
ルキメデスの原理と浮力の公式が成り立つこ
とを証明する。なお,以下の証明は,[2,3,4]を
参考にしている。
(証明)　図 2-1-1のように船の各部分の長さ
を a, b, c, d, lで表す。

図 2-1-1

アルキメデスの原理は,次の水圧を表す式 (1)
から導くことができる。まず,大気圧は一定で
あるとし,それを p0とする。

図 2-1-2

このとき,水 (流体)の密度を ρ,重力加速度を
gとすると,図 2-1-2のように,水面から深さ h

の地点での圧力 pは

p＝ p0 + ρgh (1)

となる。以下,船の沈む深さが dより小さいと
きとそれ以外のときとに場合分けをして,ア
ルキメデスの原理を導く。
　 1.船の沈む深さが dより小さいとき
　まず,面 ABCDEF,面 A’B’C’D’E’F’ におい
て,水面との交線をそれぞれ線分PQ,線分P’Q’
とする。

図 2-1-3

このとき,水面より上の部分については,図 2-
1-3のように船の内側からと外側からとでそ
れぞれつりあっているため,圧力に差がない。
また,四角形 PCDQと P’C’D’Q’ は,平行なた
め,船の外側同士,内側同士の力がそれぞれつ
りあっている。従って,船の内側からと外側か
らとで圧力に差があるのは,四角形PCC’P’,面
CDD’C’, 四角形 QDD’Q’ の 3つの面である。
これらをそれぞれ,S1,S2,S3とおき,これらに
かかる大気圧と水圧をそれぞれ求める。また
その際,大気圧と水圧の水平方向の成分はつり
あっているので,鉛直成分のみを考えていく。
(ア)船にかかる大気圧
　 PC上に点 X をとると,Xにおいて,面に垂
直に大気圧 p0がかかる。ここで,鉛直方向と
PCとのなす角を θとする (図 2-1-4)。

図 2-1-4

このとき,面 S1にかかる大気圧の鉛直方向の
成分は,p0(sin θ)|S1|と表される (ただし,|S1|は
S1の面積)。同様に,S2, S3にかかる大気圧の鉛
直方向の成分は,それぞれ p0|S2|,p0(sin θ)|S3|
である (ただし,|S2|, |S3|はそれぞれ S2, S3の
面積)。ここで,

|S1|＝PC×l＝ h
l

cos θ
, |S3|＝ h

l

cos θ
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よって,船にかかる大気圧の鉛直成分の合計
は,
　　　 p0(sin θ)|S1| + p0|S2| + p0(sin θ)|S3|
　　＝ 2p0hl tan θ + p0al

　　＝ (a + 2h tan θ)p0l

(イ)船にかかる水圧
　面 S1 にかかる水圧の鉛直方向の成分
は,p sin θである。

図 2-1-5

従って,CP間にかかる圧力をグラフで表すと,
グラフ 2-1のようになる。

グラフ 2-1

今,CP＝ h
cos θ
であり,面S1にかかる水圧の鉛直

成分の合計は,
　　 (グラフ 2-1の斜線部分の面積)× l

と表される。よって,面 S1にかかる水圧の鉛
直成分の合計は,

(p0 + (p0 + ρgh)) sin θ× h

cos θ
×1

2
×l

=
1

2
(2p0 + ρgh)hl tan θ

同様にして,S3 にかかる水圧の鉛直成分の合
計も,

1

2
(2p0 + ρgh)hl tan θ

である。S2 にかかる水圧は,p0 + ρgh で一
定なので,S2 にかかる水圧の鉛直成分の合計
は,(p0 +ρgh)alである。従って,船にかかる水

圧の鉛直成分の合計は,
　　 (2p0 + ρgh)hl tan θ + (p0 + ρgh)al

　船にかかる圧力の鉛直成分の合計は, 水圧
の鉛直成分の合計と大気圧の鉛直成分の合計
の差なので,それを F とおくと,

F = (2p0 + ρgh)hl tan θ + (p0 + ρgh)al

－ (a + 2h tan θ)p0l

= (h tan θ＋ a)ρghl

ここで,tan θ＝ b － a
2d
なので,

F ＝ (h×b－ a

2d
＋ a)ρghl

一方,水面より下の部分の体積を Vとおくと,

V = (a＋ (a＋
b－ a

d
h))h×1

2
×l

= (a＋
b－ a

2d
h)hl

ゆえに, F ＝ρgV ＝ g(ρV )

これより,浮力は水面より下の部分の質量と
重力加速度との積で表される。
　さらに,船にかかる力は,F と船にかかる重
力mg(ただし,mは船の質量)なので, 船が上
下に動かないとすると,
　　　　 F ＝mg,
　　　 ρgV ＝mg,
　　　　 ρV ＝m

ゆえに,水の密度は 1なので,m＝ V

よって,浮力の公式が成り立つことがわかる。
　 2.船の沈む深さが dより大きいとき
　図 2-1-6のように,水面が BEよりも上にき
ているときについて考える。

図 2-1-6
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図 2-1-4と同様に θをおくと,S1にかかる大気
圧の鉛直成分は p0(sin θ)|S1|, S2にかかる大気
圧の鉛直成分は p0|S2|, S3にかかる大気圧の
鉛直成分は p0(sin θ)|S3|となる。よって,船に
かかる大気圧の鉛直成分の合計は,
　　　 p0(sin θ)|S1| + p0|S2| + p0(sin θ)|S3|
　　＝ p0al + (p0 sin θ el

sin θ
)×2

　　＝ p0(a + 2e)l

　　＝ p0bl　　 (なぜなら a + 2e＝ b)
　次に,水圧について考える。

グラフ 2-2

水圧の鉛直成分は,グラフ2-2のように変化す
る。よって,斜線部の面積を求めると,

{(p0 + ρg(h－ d)) + (p0 + ρgh)}×

× sin θ× e

sin θ
×1

2

= (p0 + ρgh－
1

2
ρgd)e

よって,船にかかる水圧の鉛直成分の合計は,

(p0 + ρgh－
1

2
ρgd)el×2 + (p0 + ρgh)×a×l

よって浮力 F は,

F

= {2(p0 + ρgh－
1

2
ρgd)el + (p0 + ρgh)al}

－ p0bl

= 2p0el + 2ρghel－ρgdel + p0al

+ρghal－ p0bl

= 2ρgh
b－ a

2
l－ρgd

b－ a

2
l + ρghal

(なぜなら a + 2e = b)

=
1

2
ρgl(ad + 2bh－ bd)

また,水に沈んでいる部分の体積 V は,

V = {(a + b)×d×1

2
+ (h－ d)×b}×l

=
1

2
l(ad + 2bh－ bd)

よって, F ＝ρgV

以上より,どのような深さの場合でも,アルキ
メデスの原理と浮力の公式が成り立つことが
わかる。

2.2.題材の内容

実際の値で写真1の船の沈む深さを求める。
図 2-2-1のように船が水面に浮いているとす
ると,前節で示した浮力の公式,
(船の重さ)＝ (水に沈んでいる部分の船の体積
　　　　　　　と同じ体積の水の重さ)
が成り立つ。

図 2-2-1

写真 1の船の重さは,約 198.1gである。今,船
の沈む深さを xcmとする。浮力の公式から,
水に沈んでいる部分の体積を xで表すことが
できれば,xの値が求められる。水に沈んでい
る部分は,底面が台形の角柱である。まず,底
面である台形の面積を xを使って表す。
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図 2-2-2

図 2-2-2のように,点Dを通るBCに平行な直
線をひき,PQ,BEとの交点をそれぞれ R,Gと
する。四角形 CBGD,四角形 CPRDはともに
平行四辺形なので,
　　 PR＝ BG＝ 6.5(cm)
よって,GE＝ 4.5(cm)
今,PQ＝ aとおくと,△ DRQ∽△ DGEなの
で,
　　　 x : a＝ 3.5 : 4.5

　　　　 a＝9
7
x

よって,台形CPQRの面積 Sは,
　S＝ (6.5 + (6.5 + 9

7
x))×x÷ 2＝ 9

14
x2 + 13

2
x

よって,沈んでいる部分の体積 V は,
　 V ＝ ( 9

14
x2 + 13

2
x)×12.5＝225

28
x2 + 325

4
x

浮力の公式より,
　　　　　　 225

28
x2+325

4
x＝ 198.1

　 2250x2+22750x－ 55468＝ 0
解の公式を用いて,xの値を求めると,
　　　 x≒ 2.03
　このことから, 船を水に浮かべると, 約
2.03cm沈むことがわかる。これを実験で確か
めると,水面が揺れていて誤差は出るものの,
かなり近い値を得ることができる。
　計算過程において中学校で学習する内容を
いくつか用いること, 実験が簡単でしかも誤
差が小さいことから,この実験と計算を題材
とする授業案を開発することにした。

3.授業の準備
前節で示した内容を題材とする授業を開発
するにあたり,最も留意したのは,浮力の公式
の説明である。現在の中学生は,浮力に関し

ては何も学習していないし,理科の実験にお
いて計算して何かを求めるという経験も少な
い ([5])。従って,浮力について丁寧に説明し
なければ,この題材に取り組むことが非常に
難しくなると考えた。
　そこで授業において,浮力を次の三段階で
説明することにした。
(i)簡単なデモンストレーション
　水の入ったバケツに,空のペットボトルを押
し込むと,ペットボトルが押し返される。この
様子から浮力の存在に気付かせる。
(ii) 紙芝居
　アルキメデスの王冠に関する話 [6]を,浮力
を中心に紙芝居として生徒に見せる。その中
で,公式を紹介する。
(iii) 直方体の船による実験
　何枚10円玉を載せれば,直方体の船 (図3-1)
が沈むかを,計算と実験から求める。

　　　　
図 3-1

　船と 10円玉の重さは,それぞれ約 22.4gと
約 4.5gである。また直方体の船は,図のよう
に縦 3.2cm,横 3.2cm,高さ 4.5cmなので,体積
は46.08cm3である。今,載せられる10円玉の
枚数を x枚とする。そして,直方体の船がちょ
うど水面まで沈んだとすると,浮力の公式よ
り,
　　　　　 46.08＝ 22.4+4.5x

　　　　　　　 x＝ 5.2622・・・
ここで解の意味を考えてみると,10円玉を５
枚までなら載せられるが,６枚だと沈んでし
まうことがわかる。
　この実験をするとき,10円玉を６枚載せても
船が沈まないことがある。それは,水の表面張
力の影響だと考えられるので,あらかじめ水に
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台所用洗剤をわずかに混ぜておくと,実験がう
まくいきやすい。

4.数学教育的位置づけ
4.1.既習内容との関連
本授業において必要となる既習内容を整理
する。まず１時間目では,第１学年で学習した
「立体の体積」の求め方を用いる。次に,「１
次方程式」を利用して解を求め,解の意味を考
えていく。２時間目には,台形の面積を求める
際に,第３学年で学んだ「相似」の考え方が必
要となる。そして体積を求める際には,「２次
方程式」を立て,解の公式を用いて解かなけれ
ばならない。さらに,１時間目では船の沈む深
さから船に載せられる重りの重さを求め,２時
間目では船に載せた重りの重さから,沈む深さ
を求める。このような１時間目と２時間目の
違いに触れることで,関数的な見方も養えれ
ばと考えている。

4.2.直方体の船による実験
前節で紹介した直方体の船による実験で,載
せる 10円玉の枚数を x枚,沈む深さを ycmと
する。このとき,浮力の公式を用いれば,
　 3.2×3.2×y＝ 22.4×4.5×x

　　　　　　　 y＝ 225
512

x+35
16

となり,xと yの関係は一次関数となる。そし
て,この式からグラフをかくなどして,気づい
たことをまとめることもできる (図 4-1)。

図 4-1

　簡単にできて,誤差が少なく,１次関数にな
る関係が見つかる実験は意外にないので,こ

こで紹介する実験は,１次関数用の題材とす
ることもできそうである。

4.3.側面が六角形の船による実験
第２節で示した計算・実験の続きとして,い

ろいろな重りを載せたときの船の沈む深さに
ついて考察することも考えられる。
　例えば,10円玉を載せていく場合を考えて
みる。この船は,底から 3.5cmを過ぎたとこ
ろで,変化の仕方が変わるため,まず 3.5cm沈
むとき,10円玉は何枚必要か,計算する。必要
な 10円玉の枚数を x枚とおくと,
(6.5 + 11)×3.5÷ 2×12.5＝ 4.5×x+198.1
　　　　　　　　　 4.5×x＝ 184.7125
　　　　　　　　　　　　 x≒ 41.05
よって,3.5cm沈むためには約 41枚の 10円玉
を載せることが必要である。
　ここで,10円玉が y枚入っているときの,船
の沈む深さ xcmについて考える。
　 y≦ 41のとき,
　 225

28
x2+325

4
x＝ 4.5×y+198.1

　　　　　 126y＝ 225x2+2275x－ 5546.8
　 y≧ 41のとき,
　 382.8125 + 11×12.5×(x－ 3.5)

　　　　　　　　　　＝ 4.5×y + 198.1

　　　　　　　　 45y＝ 1375x－ 296.5375

5.授業の概要
前節までに示した授業を以下のように実践

した。授業の詳細な計画は,指導案 (文末資料
1)で示している。
単元名：負けるな,ふね！
場　所：岐阜大学教育学部附属中学校
実施日：平成 21年 2月 19日,3月 3日の全 2
時間
対　象：中学 3年生 39名
○２日間通してのねらい
　浮力の公式をもとに,平面図形や立体の性
質,方程式などの既習の考え方を組み合わせ
ながら,船が沈む深さを求めることができる。
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○各時間のねらいと実践内容
＜１時間目＞
ねらい：浮力の公式について理解し,目的に応
じてその式を活用することができる。
導入
　アルキメデスの紙芝居をもとに,浮力につい
て理解し,これから２時間かけて,側面が六角
形になっている船に荷物を載せるとどのくら
い沈むのかという問題を考えていくことを目
標とする。そしてそのために１時間目は,「船
の重さ＝水に沈んでいる部分の船の体積と同
じ体積の水の重さ」という浮力の公式が本当
に正しいのかを確かめていくという見通しを
持つ。
課題設定
　浮力の公式が正しいことを確かめるため,
　・直方体の船にのせられる 10円玉の枚数を
　　　計算で求めよう。
　・それを実験で確かめよう。
計算と実験
　確かめる道具として,直方体の船を使う。船
を水に浮かべて 10円玉を載せていくとき,何
枚までなら沈まずに浮かんでいられるのかを,
まずは浮力の公式から計算で求める。そして,
それが正しいかどうかを確かめるための実験
をする。
＜２時間目＞
ねらい：船が沈む深さを,様々な数学の考え方
を用いて導き出すことができる。
課題設定
　船にいろいろな重りを載せたときの船の沈
む深さを調べよう。
個人追究
　まずは船だけを浮かべたときにどのくらい
沈むのか,計算によって求める。その値が正し
いかどうかを,実験を通して確かめることが
できたら,いろいろな重りを載せて,そのとき
にどのくらい沈むのかを考える。
全体交流・まとめ
　課題を解決するためにどのように考えたの

か,仲間と伝えあう。

6.実践結果と考察
6.1.生徒の感想
授業後にアンケート (文末資料 4)を実施し

た。その回答の一部を以下に紹介する。
・普段何気なく見ていることも,実は数学と関
係していると思った。難しいことも原理は数
学で意外と片付くのだと思った。
・すっごく難しくて,ややこしくて求めていく
のは本当に大変だったけど,身近にあるもの
だったので,楽しんで学ぶことができました。
楽しかったです。
・結構難しい内容だったけど,今までのことを
使えば解けるなーと思いました。
・２次関数とか方程式は将来いらないと思って
たけど,身近にゴロゴロあることが分かった。
・すごく数字が大きくなってややこしいし,た
とえ２次方程式の公式が使えてもややこしく
て大変だったけど,解けた時はすごくうれし
かったし,なんか楽しかったです。ちゃんと考
え抜くことができてうれしかったです。
・むずかしい・・頭がパンクしそうでした。でも
その分,解けた時の感動が大きくて,楽しかっ
たです。かかわりがなかったと思っていた公
式も,意外なところで役立っていることに驚き
ました。

6.2.生徒が扱った数学について
アンケート項目「船が沈む深さを求めると

き,どんな数学を使いましたか？」に対し,生
徒が扱ったと回答した内容を,学んだ順に以下
にあげる。
・四捨五入　　・小数の計算　・等式の性質
・１次方程式　・比例　　　　・台形の面積
・四角柱の体積・連立方程式　・１次関数
・平行四辺形の性質　　　　　・平方根
・２次方程式　・２次関数 y = ax2

・三角形の相似・比
以上の内容が出てきたことから,子どもたち
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は,これまでに学んできた様々な学習内容を,
必要に応じて扱っていけたのではないかと考
える。

6.3.理科と数学のつながりについて
アンケート項目「理科と数学のつながりは
感じられましたか？」に対し,生徒が回答した
内容の一部を紹介する。
・理科で行うような実験も,数学によって計算
でもとめられるということがわかった。
・現実におこる現象が,数学で式をつくること
によって,正確に素晴らしい精度で求められる
ことにつながりを感じました。数学はオール
マイティです。
・理科は「○個うきました」だけでおわるけ
ど,数学もプラスすると「どうして○個までう
くのか」がわかる。だから教科で分かれてて
も,つながっているんだ,と思った。
・数学をもとにして,理科の実験につなげる
という,２つのつながりを知ることができた。
実験が成功した時は,もととなった数学がつな
がった気がした。

6.4.活動の様子
＜１時間目＞
　多くの生徒が,まずは載せられる 10円玉全
部の合計の重さを出し,その後,10円玉 1枚分
の重さで割って枚数を求めていた (写真 6-1)。

写真 6-1

　そして,求めた枚数が正しいかどうかを実
験で確かめた後,載せられる 10円玉の枚数を
x枚とおいて,改めて方程式を立てていた。中
には,重りが載っていない状態でどのくらい船

が沈むのか求め,船の沈む深さを ycm,載せら
れる 10円玉の枚数を x枚として連立方程式
をもとに解いていく生徒の姿も見られた (写
真 6-2)。

　　

写真 6-2

　ほとんどの生徒は計算通りにうまく実験で
きていたが,何人かの実験では,計算で求めた
値よりも多くの 10円玉を載せても,船が沈ま
なかった。これは,表面張力が原因である。こ
のようなときは,水に台所用の洗剤を入れると
計算通りの枚数で船が沈む。授業では,この事
態に備え,洗剤を用意しておき,実験がうまく
いかないときは洗剤を注入した。このような
背景を説明しないで洗剤を入れたので,この
点に疑問を抱く生徒がいた。
＜２時間目＞
　１時間目で,上で述べたような疑問を抱い
た生徒がいたため,授業の初めに表面張力に
ついて,簡単に説明をした。子どもたちはそ
の後,２時間通しての目標に向けて,計算と実
験を行っていった。
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写真 6-3

　考える手助けとして,全員に写真6-3左のよ
うな方眼紙でできた船を配り,実験用の船 (写
真6-3右)も,グループに一つずつ配布した。課
題提示後,すぐに個人追究の時間に入ったのだ
が,何から考えていけばよいのかわからない生
徒に対しては一旦前へ集め,実際に船を浮かべ
てみせて,水に浸かっている部分が,底面が台
形の四角柱になることを推測させた。
　生徒の中には,教師側の用意したヒントカー
ド (文末資料3)を活用し,まず四角柱の体積を
求めるには台形の面積を求める必要があるこ
と,台形を求めるためには,どこの長さが必要
になってくるのかなど,順を追って考えていく
姿も見られた。イメージがわきにくい生徒は,
配布した工作用紙の船を展開し,それぞれの
部分に注目していた。写真 6-4は,展開した船
を使って考えを進めていた生徒のプリントの
様子である。わかっている長さや xとおいた
部分を書き込むことで,理解を深めていた。

写真 6-4

　そして,ほとんどの生徒が,写真 6-5のよう
に,補助線を引き,三角形の相似や比の性質を
使って式を求めることはできていた。しかし,

そこから答えまでたどり着く生徒は全体の四
分の一程度しかおらず,小数と分数の混ざった
計算や２次方程式を解くことに難しさを感じ
ていたようである。答えまで出すことのでき
た生徒は,実際に実験を行い,計算の結果と実
験が一致することに驚いていた。

写真 6-5

　ここで２日間通してのねらい,１時間目と２
時間目のねらいの達成度について,考察する。
　まず１時間目のねらい「浮力の公式につい
て理解し」については,大半の子どもが,計算
と実験から浮力の公式が正しいと実感できて
いたようなので,達成できたのではないかと考
える。また,「目的に応じてその式を活用する
ことができる」については,この計算過程で,
これまで学習してきた様々な考え方と組み合
わせながら,活用できていたと考える。その
ため,このねらいについては達成できたと考
える。
　２時間目のねらい「船が沈む深さを,様々な
数学の考え方を用いて導き出すことができる」
については,全ての子どもが,自分が扱えると
考えた数学の考え方を自由に使って,考えを進
めていくことができていた。しかし,沈む深さ
まで求められた生徒は少数であったため,この
ねらいは,あまり達成できなかったと考える。
　以上の結果から,２日間通してのねらいは
達成されていないので,授業においてまだ改
良すべき点が数多くあると考える。
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7.今後の課題
今回の実践における授業者の願いは,子ども
たちが自らの判断で扱う数学を考え,計算を行
い,その結果を実験で確かめることで,数学の
有用性を少しでも感じることであった。しか
し実際には,２時間目の実験までたどり着く生
徒は少なく,計算が本当に正しかったことを,
あまり実感できなかったのではないかと考え
る。その原因の一つとして,小数と分数の混
ざった式が出てきたことで,計算が複雑化し
たことが挙げられる。選択数学であれば,あ
えてそのような計算をさせていくのも良いと
思うが,今回のような数学を苦手と感じる子
どももいる場合には,もう少し工夫が必要だっ
たと考える。船の重さや形,辺の長さなどを再
度見直し,もっと簡単に求められるよう,改良
していきたい。
　また,今回は実験で水を扱ったため,表面張
力から生じる問題が出てきた。授業では簡単
な説明しかせず,深くは触れなかったが,何人
か,この現象に興味を抱いたまま,授業を終え

てしまう子どももいた。そのため,表面張力に
ついても考えさせていくか,もしくは表面張力
の影響を受けないような工夫を更に重ねてい
きたい。
　今後もこういった,これまでに学習してきた
数学がとても役に立つものであることを,子ど
もたちが実感できるような教材を開発してい
きたい。
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